
日向市地域公共交通計画「別紙」

令和８年６月２日

日向市地域公共交通会議

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性

日向市は、人口約55,500人、面積約336km2で、南北を結ぶ鉄道（JR九州日豊本線）や北

の延岡地域、西の日向入郷地域を結ぶ路線バス（宮崎交通）を幹線とし、これらの幹線を

補完する路線として、市が自家用有償旅客運送の形で、市街地エリアにデマンド型の「の

るーと日向」、市街地と南部地域を連絡する定時定路線型の「南部ぷらっとバス」を運行

している。また、過疎地域に指定されている東郷町や、運輸局長が指定する鵜毛・籾木地

区といった交通不便地域が存在しており、東郷地域において「乗合バスとうごう」、南部

地域において「乗合バスなんぶ」というデマンド型バスを市が運行している。

このように、多様な交通モードで日向市の公共交通は形成されており、この交通モード

の中で、日向市のフィーダー交通となる市民バスは、鉄道などの広域交通、路線バスであ

る地域間交通を補完する交通としての役割を担っており、市内の拠点間を結ぶ重要な交通

機関となっている。

また、自家用車などを持たない市民にとっては、日常的な移動手段として利用されてお

り、通院や買物、通学、通勤などの社会生活を過ごす上で、必要不可欠な交通機関の役割

を果たしているため、市民バスの運行を行うことにより本市における旅客運送サービスを

確保する。

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果

（１）事業の目標

・別紙１～３参照

（２）事業の効果

民間交通事業者の不採算路線からの撤退により、日向市内の多くの区域は交通空白地帯

となっており、市民や来訪者の移動手段の確保のため、日向市が経費の多くを負担し、南部

ぷらっとバスなどの市民バスを運行している。

市民バス（フィーダー交通）を運行することにより、自家用車等を運転することができな

い学生や高齢者などの通学、買物、通院などの日常生活上不可欠な移動手段の提供が可能

となり、外出機会の増加や社会活動による地域社会の活力の維持・向上を図ることができ

る。

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体

・市民バスの維持、サービスの見直し、新しい交通の導入の検討

（日向市、バス・タクシー事業者）

・免許返納者への特典（市民バス割引乗車券の配布）の継続（日向市）

・鉄道事業者や観光部局と連携した公共交通の利用促進策の実施（日向市、鉄道事業者）

・スマートフォン教室や出前講座でのバス乗り方説明会における１日乗車券の配布など、

公共交通利用のきっかけの提供（日向市）

※ 日向市地域公共交通計画 P74～90 を参照。

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び

運送予定者

資料４



表１を添付

(１）予定している時刻・運行予定期間

①南部ぷらっとバス

・運行系統：日向市駅と美々津地区を結ぶ 4系統

平日は 2系統が 1日 1便、1系統が 1日 2便、1系統が 1日 3便、計 7便を 1台で運行

日祝は 1系統が 1日 4便を 1台で運行

（平日）美々津日向市駅線 1･2･3･4 6:45 ～ 18:29

（日祝）美々津日向市駅線 2 9:35 ～ 17:13

・運休日：年末年始(12 月 30 日～1月 3日)

②乗合バスとうごう

・運行系統：東郷地域（寺迫除く）に 5系統を区域運行

各地域と東郷病院、道の駅とうごう等を結ぶ系統を 1日 8便運行

田野羽坂線 月曜日(6:05～13:15)、水曜日(13:45～18:05)

仲深坪谷越表線 火曜日(5:45～13:35)、木曜日(13:15～18:25)

福瀬小野田線 水曜日(5:35～13:40)、金曜日(13:28～18:30)

仲深坪谷線 木曜日(6:05～13:15)、月曜日(13:15～18:05)

鶴野内迫野内八重原線 金曜日(5:51～13:28)、火曜日(13:35～18:18)

・運休日：土曜・日曜・祝日・年末年始(12 月 30 日～1月 3日)

③乗合バスなんぶ

・運行系統：平岩、美々津地域に 3系統を区域運行

各地域と道の駅日向、三股病院等を結ぶ系統を１日８便運行

火曜日 寺迫庭田線 6:55 ～ 18:15

水曜日 飯谷田の原線 7:05 ～ 18:15

木曜日 鵜毛籾木線 7:55 ～ 17:15

・運休日：月曜・金曜・土曜・日曜・祝日・年末年始(12 月 30 日～1月 3日)

（２）運行事業者決定の経緯

市民バスは、民間交通事業者が営利事業でバス運行業務を行うことができない交通空白

地輸送として日向市が自家用有償旅客運送事業者として運営しているが、「乗合バスとう

ごう」については日向交通協同組合、「南部ぷらっとバス及び乗合バスなんぶ」について

は宮交タクシー(株)に、車両運行業務を日向市が委託している。

これらの事業者は、令和２年 12 月に公募型プロポーザルを実施し決定したところであ

るが、その後の契約更新において、市民バス運行業務の経験やノウハウを積み重ねてお

り、円滑に市民バスを運行することができる事業者であることと、運転手などの人材確保

も行われているため、引き続き車両の運行業務を市が委託している。

（３）地域内フィーダー系統の補足資料

本市では、平成 14 年度より既存の公共交通機関である路線バスやＪＲ九州の補完交通

機関として、市民バスの運行を行っている。

南部ぷらっとバスは、日向市駅東口を発着場とする路線形態をとり、鉄道などの広域交

通（JR 九州日豊本線）、路線バスである地域間幹線（宮崎交通）との連携を図っている。

「乗合バスなんぶ」についても同じく南日向駅及び美々津駅、「乗合バスとうごう」は道

の駅「とうごう」にて地域間幹線（宮崎交通）と接続し、利用者ニーズ等を踏まえ、適宜

ダイヤや路線の見直しを実施し、利便性と安全性の向上に取り組んでいる。

（４）系統図、時刻表

別紙添付



５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額

運行委託料を含む運行経費から、運行収入及び国庫補助金を差し引いた差額分を日向市

が負担することとしている。

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法

日向市地域公共交通計画 P73、93 を参照。

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要

【地域間幹線系統のみ】

※該当なし

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧

【地域間幹線系統のみ】

※該当なし

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期

及びその他特記事項

【地域間幹線系統のみ】

※該当なし

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

【地域内フィーダー系統のみ】

表５を添付

11．車両の取得に係る目的・必要性

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】

・東郷区域５系統を運行している乗合バスとうごうの車両は、購入から 12 年が経過し頻繁

に修理を行っていたことから、安全な輸送を確保するために令和４年３月に車両を購入

した。

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】

（１）事業の目標

・乗合バスとうごう利用者数

R６年 10 月～R７年９月 2,994 人 ⇒ R８年 10月～R９年９月 2,980 人

（２）事業の効果

車両更新により、継続して安全な輸送が可能となり、修理費用の削減や、バス利用の機運

醸成が図られる。

交通不便地域の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保される。

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】



表６を添付

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策）

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】

※該当なし

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】

※該当なし

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】

（１）事業の目標

※該当なし

（２）事業の効果

※該当なし

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】

※該当なし

18．協議会の開催状況と主な議論

・令和４年 ５月 25日（R４第１回）計画作成業務の概要について協議

・令和４年 ８月 25日（R４第２回）計画概要、策定スケジュール等について協議

・令和４年 11 月 25 日（R４第３回）アンケート・実地調査報告、計画骨子の協議

・令和４年 １月 17日（R４第４回）計画素案の協議

・令和５年 ２月 20日 パブリックコメントの実施（３/６まで）

・令和５年 ３月 16日（R４第５回）計画原案の協議、委員からの合意形成を得る。

・令和５年 ５月 26日（R５第１回）令和６年度生活交通確保維持改善計画の協議

・令和６年 １月 16日（R５第３回）地域公共交通確保維持改善事業の事業評価の協議

・令和６年 ５月 30日（R６第１回）令和７年度地域内フィーダー系統確保維持事業に係る

地域公共交通計画認定申請について協議・承認

・令和７年 １月 20日（R６第２回）地域公共交通確保維持改善事業の事業評価の協議

・令和７年 ６月 ３日（R７第１回）令和８年度地域内フィーダー系統確保維持事業に係

る地域公共交通計画認定申請について協議・承認

・令和８年 １月 14日（R７第４回）地域公共交通確保維持改善事業の事業評価の協議

・令和８年 ６月 日（R８第１回）令和８年度地域内フィーダー系統確保維持事業に係

る地域公共交通計画認定申請について協議・承認

19．利用者等の意見の反映状況

・令和４年９月に 18 歳以上の市民 3,000 人に対し、市民アンケート調査を実施した。

・令和４年９月から 10 月にかけて、鉄道、路線バス、市民バスなど市内公共交通機関を利

用している方にそれぞれアンケート調査を実施した。



【本計画に関する担当者・連絡先】

（住 所）日向市本町 10 番５号

（所 属）日向市建設部都市政策課

（氏 名）川越 郁子

（電 話）0982-66-1030 内線 2302

（e-mail）i-taketomi@hyugacity.jp

市民アンケート調査では、「財政負担等が増加しても、公共交通サービスを拡充させてい

くべき」が 44.0％、次いで「同程度の財政負担の中で、可能な限り公共交通の維持に努め

るべき」が 30.3％となり、本市地域公共交通の維持に重点を置いた計画とした。



事業の目標１　公共交通利用者数※１

※１　市民バス：（R3）1.1回/人・年→（R9）1.4回/人・年

申請
番号

運行系統名
R３実績

R2.10～R3.9
R４実績

R3.10～R4.9 
R５実績

R4.10～R5.9 
R6実績

R5.10～R6.9 
R7実績

R6.10～R7.9

前年度
からの
増加率

目標
R9目標

R8.10～R9.9

東１コース（イオンタウン日向・櫛の山） 9,210 8,725 8,474 9,352 9,989 6.8% （廃止）

東２コース１（イオンタウン日向・水ヶ浦公園・幡浦）

東２コース２（イオンタウン日向・幡浦）

西１コース１（比良町・小原）

西１コース２（本谷・新財市）

西２コース（本谷・新財市） 4,881 3,700 4,007 3,433 2,825 -17.7% （廃止）

南１コース（比良町・山の田・向洋台） 5,926 5,991 5,534 4,823 4,728 -2.0% （廃止）

南２コース（長江団地入口・往還） 6,101 5,996 5,246 4,948 5,251 6.1% （廃止）

北１コース（花ヶ丘・日向台・亀崎） 3,188 3,142 3,163 2,864 3,043 6.3% （廃止）

北２コース（大王谷・梶木） 2,525 2,257 2,043 1,881 1,696 -9.8% （廃止）

1 美々津日向市駅線コース１ 維持

2 美々津日向市駅線コース２

3 美々津日向市駅線コース３

4 美々津日向市駅線コース４ 維持

合計 61,950 61,090 60,394 61,264 62,164 1.5% 25,600

申請
番号

運行系統名
R３実績

R2.10～R3.9
R４実績

R3.10～R4.9 
R５実績

R4.10～R5.9 
R6実績

R5.10～R6.9 
R7実績

R6.10～R7.9

前年度
からの
増加率

目標
R9目標

R8.10～R9.9

5 田野羽坂線 366 417 426 350 394 12.6% 維持 390

6 仲深坪谷越表線 482 583 570 442 350 -20.8% 維持 350

7 福瀬小野田線 1,204 1,326 1,200 1,273 1,120 -12.0% 維持 1,120

8 仲深坪谷線 502 484 428 337 424 25.8% 維持 420

9 鶴野内迫野内八重原線 828 921 910 902 706 -21.7% 維持 700

10 寺迫庭田線 127 105 74 83 65 -21.7% 維持 60

11 飯谷田の原線 151 70 58 87 181 108.0% 維持 180

12 鵜毛籾木線 130 222 237 200 261 30.5% 維持 260

乗合タクシーほそしま
イオンタウン日向～細島地区

218 207 212 213 159 -25.4% （廃止）

合計 4,008 4,335 4,115 3,887 3,660 -5.8% 3,480

申請
番号

運行系統名
R３実績

R2.10～R3.9
R４実績

R3.10～R4.9 
R５実績

R4.10～R5.9 
R6実績

R5.10～R6.9 
R7実績

R6.10～R7.9

前年度
からの
増加率

目標
R9目標

R8.10～R9.9

のるーと日向 36,000

合計 5,462 5,860 5,606 5,372 5,032 -6.3% 40,680

全体利用者数 65,958 65,425 64,509 65,151 65,824 - - 65,080

○乗合バス型運行　年間乗車人員

○デマンド型運行　年間乗車人員

6,135 6,584 6,099 6,663 6,981 4.8% （廃止）

3,225 2,858 3,199 3,289 3,233 -1.7% （廃止）

20,759 21,837 22,629 24,011 24,418 1.7% 25,600維持



事業の目標２　交通結節点の機能整備※２

※２　市民バスが乗り入れを行っている鉄道駅の総数

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３
R6実績

R5.10～R6.9 
R7実績

R6.10～R7.9 
R9目標

R8.10～R9.9

３か所
　・日向市駅
　・南日向駅
　・美々津駅

３か所 ３か所 ４か所

事業の目標３　収支率※３

※３　市民バスに係る年間収支率（運賃収入÷運行経費）

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３
R6実績

R5.10～R6.9 
R7実績

R6.10～R7.9 
R9目標

R8.10～R9.9

17.00% 15.67% 15.39% 17.00%

事業の目標４　財政負担額※４

※４　市民バス運行に係る利用者一人当たりの財政負担額

R3：719円/人＝（46,045千円）÷（64,038人）⇒R9：620円1/人＝（50,282千円）÷（81,100人）

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３
R6実績

R5.10～R6.9 
R7実績

R6.10～R7.9 
R9目標

R8.10～R9.9

719円/人＝
（46,045千円）÷
（64,038人）

771円/人＝
（50,282千円）÷
（65,151人）

781円/人＝
（51,423千円）÷
（65,824人）

719円/人



事業の目標５　移動困難者の割合※５

※５　市民アンケート調査における「外出時に交通手段がなく困ることがある」と回答した方の割合

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３ R６ R7 R9

8.50% ・アンケート調査未実施

計画中間年度(令和７年度)に「市民調査ア
ンケート及び公共交通利用者アンケート調
査」を実施し、外出時に困っている人の割
合は7.2%であった。
左記の計画策定時の現況値と比べ減少し
た。

・計画期間最終年度(令和10年)に
実施予定。

事業の目標６　他のまちづくり分野との連携※６

※６　観光や商業等他のまちづくり分野と連携した利用促進策の取り組み件数

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３ R６ R７ R9

―

【観光分野】
・アイドルグループ日向坂46が宮崎県
で開催した「ひなたフェス2024」にあわ
せて、JR日向駅が期間限定で「日向
坂46」駅となり、駅構内が日向坂46の
オリジナルデザインで装飾された。関
連して、観光地にも日向坂46ゆかりの
名称を付けることで、駅から観光地ま
での「聖地巡礼」も数多く見られ、１週
間の来訪者数は昨年度と比べ５倍と
なり、公共交通の利用促進が図られ
た。

【観光分野】
JR九州が雲海酒造株式会社及び日向市と
連携し、令和７年８月２日「BLUEハイボール
列車で行く！日向ひょっとこ夏祭り日帰りツ
アー」を開催。「特急　海幸山幸」に乗車（南
宮崎駅・宮崎駅～日向市）し、木挽ＢＬＵＥ
ハイボールを飲みながら、ひょっとこ踊りパ
レードや日向ふるさと物産市などを楽しむこ
とができるツアー内容であった。酒造会社
や観光分野と連携することで鉄道の利用促
進が図られた。

【観光分野】
・鉄道事業者と連携した観光誘客事業
による公共交通の利用促進を図る。

事業の目標７　利用促進策の取り組み※７

※７　バスの乗り方教室や出前講座等、これまで利用する機会がなかった方への利用促進に向けた取組回数

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３ R６ R7 R9

３回
・市民バスの紹介チラシの配布 12回
・スマホ教室でのバスの乗り方説明会 
6回

・市民バスの紹介チラシの配布　12回
・スマホ教室でのバスの乗り方説明会 ７回
・「のるーと日向」登録サポート会　７回
・その他各地区定例会や区長会、
　部会での紹介　24回　
・SNS、インターネットへの投稿　６回

・市民バスの紹介チラシの配布 12回
・高齢者が集まる場のバス説明会 10
回

事業の目標８　新たな交通システムの導入※８

※８　現在の公共交通ではカバーしきれない地域における新たな交通システムを導入する地域数

計画策定時の現況値 実績値 実績値 目標値

R３ R６ R７ R9

―

・地域の実情に応じた新たな公共交
通サービスを構築するため、ＡＩオンデ
マンド交通及びライドシェアの先進地
視察を行った。

・R7年12月よりAIオンデマンド交通の実証
運行を行い、R8年４月から本格運行を開始
した。加えて、東郷地域への新交通体系の
導入を検討する中で、10日間の住民のマイ
カーを活用した公共ライドシェア体験乗車
会を行った。

・令和９年度以降に住民マイカーを活
用した公共ライドシェアの本格運行の
実施を目指して導入を検討する。



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和９年度

起点 経由地 終点 運行態様の別

基準ハで
該当する
要件（別
表７・９）

補助対象地域間幹線系統
等と接続の確保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

往 22.7km

復 .km

循環 40.6km

.km

往 21.8km

復 .km

循環 48.6km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

運行系統
地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

市区町村名 運送予定者名
運行系統名
（申請番号）

系統
キロ程

計画運
行日数

計画運
行回数

利
便
増
進
特
例
措
置

運
送
継
続
特
例
措
置

日向市 (1)
美々津日向市駅線コー
ス1

美々津駅入口
寺迫小下、
美々津駅、
南日向駅

日向市駅東口 294日 147.0回 路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と日向市駅東口バス停にて接続

③

日向市 (2)
美々津日向市駅線コー
ス2

日向市駅東口
南日向駅、
美々津駅、
寺迫小下

日向市駅東口 365日 1,004.0回 路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と日向市駅東口バス停にて接続

③

日向市 (3)
美々津日向市駅線コー
ス3

日向市駅東口
南日向駅、
美々津駅、
寺迫小下

落鹿 294日 147.0回 路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と日向市駅東口バス停にて接続

③

日向市 (4)
美々津日向市駅線コー
ス4

日向市駅東口
南日向駅、飯
谷、美々津
駅、寺迫小下

日向市駅東口 294日 588.0回 路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と日向市駅東口バス停にて接続

③

日向市 (5) 田野羽坂線 東郷町 98日 195.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と道の駅とうごうバス停にて接続

③

日向市 (6) 仲深坪谷越表線 東郷町 91日 175.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と道の駅とうごうバス停にて接続

③

日向市 (7) 福瀬小野田線 東郷町 100日 199.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と道の駅とうごうバス停にて接続

③

日向市 (8) 仲深坪谷線 東郷町 76日 150.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と道の駅とうごうバス停にて接続

③

日向市 (9) 鶴野内迫野内八重原線 東郷町 97日 191.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である宮崎
交通のｲｵﾝﾀｳﾝ日向～道の駅とうごう
線と道の駅とうごうバス停にて接続

③

日向市 (10) 寺迫庭田線 寺迫 17日 33.0回 区域 ②(1) JR九州の日豊本線と美々津駅にて接続 ③

日向市



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和９年度

起点 経由地 終点 運行態様の別

基準ハで
該当する
要件（別
表７・９）

補助対象地域間幹線系統
等と接続の確保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

.km

.km

.km
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（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

運行系統
地域内フィーダー系統の基準適合

（別表７及び別表９）

市区町村名 運送予定者名
運行系統名
（申請番号）

系統
キロ程

計画運
行日数

計画運
行回数

利
便
増
進
特
例
措
置

運
送
継
続
特
例
措
置

日向市 (11) 飯谷田の原線 美々津 44日 95.0回 区域 ②(1) JR九州の日豊本線と美々津駅にて接続 ③

日向市 (12) 鵜毛籾木線 平岩 48日 138.0回 区域 ②(2) JR九州の日豊本線と南日向駅にて接続 ③

日向市



表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。
（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

市区町村名 日向市

人　口

人口集中地区以外 19,867

交通不便地域等 3,794

人　口 対象地区 根拠法

3,553 東郷町 過疎法

107 籾木地区 局長指定

134 鵜毛地区 局長指定

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定年
月日及び特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

日向市地域公共交通計画 令和5年3月16日

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に
記載すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要
綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通
不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計
（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律
（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名
等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場
合には、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と
記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運
輸局長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送
サービス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。



表６　車両の取得計画の概要（車両減価償却費等補助）（地域内フィーダー系統）

イ ロ ハ

日向市 1 (5) 田野羽坂線　他4系統 小型車両 14 R4.3 一括

（注）

補助対象車両の種別

１．「補助対象車両の種別」については、イ欄にノンステップ型、ワンステップ型、小型車両又はプティバスの別を、ロ欄にスロープ付き又はリフト付きの別を、ハ欄に標準仕様（ノンステップバス認定
要領（平成２２年６月４日付け国自技第４９号又は平成２７年７月２日付け国自技第７５号）に基づく認定を受けたもの）又は非標準仕様の別を記載すること。

２．「乗車定員」については、座席数（運転席を含む）に立席数を加えた数を記載すること。なお、立席は座席を除いた面積を１人あたりの専有面積0.14平方メートルで除した数とする（道路運送車両
保安基準第24条、第53条）。

３．「購入年月」については、初年度の場合は購入予定年月を記載すること。

４．「利便増進特例措置」又は「運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進計画又は地域旅客運送サービス継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適
用（別表９又は別表１０）を受けた補助対象系統の運行の用に供する場合のみ「○」を記載すること。

５．「購入等の種別」については、一括、割賦又はリースの別を記載すること。

市区町村名 バス事業者等名

申
請
番
号

運行の用に供する
補助対象系統名
（申請番号）

乗車
定員

購入年月

利便
増進
特例
措置

運送
継続
特例
措置

購入等の種別

日向市


